
 

 

 

  令和８年３月２６日 

 

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録） 

 

 

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

 新規登録 累  計 

登 録 件 数 １３９ １４，８８９ 

関係都道府県数 ３０ ４７ 

関係市町村(区)数 ４９ １，０４６ 

 

○時 代 別           （件） 

 江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 ３２ ４２ ２１ ２８ ５ １１ １３９ 

累  計 ２，６８５ ４，６４１ ２，９７２ ３，７８３ ７０８ １００ １４，８８９ 

 

○種   別           （件） 

 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 0 3 10 21 0 2 0 10 73 19 0 1 139 

累 計 141 1,523 1,815 557 252 463 338 531 6,695 2,256 225 93 14,889 

  

            （件） 

 建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 ９７ １９ ２３ １３９ 

累  計 １１，８２１ ７１６ ２，３５２ １４，８８９ 

文化審議会（会長  島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和８年３月２６日（木）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１３９件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。  

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，８８９件

となる予定です。  

扱 い 

ラテ：令和 8 年 3月 26日 17：00解禁  
新聞：令和 8 年 3月 27日 朝刊 



 

 

今回の答申における主なもの 

① 鰐口形の庇が異彩を放つ国道のトンネル 

003 薄別
う す べ つ

トンネルほか4件 北海道札幌市 昭和44年 

 

支笏
し こ つ

洞爺
と う や

国立公園の北部を貫く定山渓
じょうざんけい

国道
こ く ど う

の

一部をなす、延長175メートルのトンネル。東坑門

に張り出す大きな庇は、両脇を深く抉って、雪崩

防護と緩和照明の機能を備え、カーブからトンネ

ル侵入時の視距離も確保する。鰐の口のような造

形が異彩を放つ。 

 

 

 

② 独特な外観が目を惹く旧銀行店舗 

021 旧下野
し も つ け

中央銀行喜連川
き つ れ が わ

支店店舗 栃木県さくら市 昭和4年 

 

奥州街道に西面して建つ旧銀行の店舗。鉄筋

コンクリート造、平屋建で上部にパラペットを付す。

外壁は八角形柱型、半円アーチや四葉型の窓で

飾り、人造石とタイルで仕上げる。独特な外観の

銀行建築で、地域の歴史的景観の核をなす。現在

は市の観光協会事務所及び案内所として活用。 

 

 

 

 

③ 戦後京都の文化サロンとなった名喫茶 

051 喫茶ソワレ 京都府京都市 昭和23年頃／昭和35年頃改修 

 

木屋町の西側、高瀬川に面して建つ喫茶店。外

観はハーフティンバーで二階を迫出し、正面に円

錐屋根の塔屋を載せる。内部は、柱や梁などナグ

リ仕上、腰壁廻りに葡萄や草花の木彫で装飾する

など工芸的なつくりとし、青色の照明が印象的な

雰囲気を漂わせる。戦後京都の名喫茶の一つ。 

 

 

 



 

 

④ 紡績業の隆盛を伝える重厚な旧事務所 

064 旧尼崎
あまがさき

紡績
ぼ う せ き

本社事務所 兵庫県尼崎市  

明治33年／明治後期・昭和前期増築、令和元年改修 

 

 阪神
はん し ん

大物
だ い も つ

駅から南東に位置する旧紡績会社の

本社事務所。煉瓦造
れ ん が ぞ う

二階建てで、南面に玄関ポー

チを突出する。各階の平面は中廊下を通し、二階

の北西を貴賓室とする。重厚な外観で、近代尼崎

の紡績業の隆盛を伝える。現在は市が限定的に

公開活用。 

 

 

⑤ 全国一の高さを誇る雄大な鉄道橋 

133 高千穂
た か ち ほ

橋梁
きょうりょう

 宮崎県高千穂町 昭和 46年 

 

岩戸川の下流の深い渓谷に架かる鉄道橋。中

央スパン118メートルとし、3径間を連続する長大な

ワーレントラスを架ける。地上105メートルの高さは

鉄道橋として全国一を誇り、急峻な地形と相まり、

雄大な鉄道景観を形成する。現在は観光列車を

運行。 

 

 

⑥ 昭和戦前の御嶽
う た き

の神社化を伝える本殿 

136 島根
し ま に

殿
どぅん

本
ほん

殿
でん

ほか3件 沖縄県北
きた

中城
なかぐすく

村 昭和15年 

 

集落中心部に位置する熱田
あ つ た

御嶽
う た き

を昭和 15 年に

島根殿神社として建立された。本殿は鉄筋コンクリ

ート造、一間社
い っ け ん し ゃ

流
ながれ

造り、屋根に鳥
と り

衾
ふすま

付きの鬼瓦を

載せる。細部意匠まで精巧につくった耐火建築で、

昭和戦前に沖縄で進展した御嶽の神社化を物語る

貴重な社殿。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 
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